
平成 29 年 6 月 9 日 
東 海 財 務 局 

 
管内地域銀行の平成 29年 3月期決算の概要 

 
１．損益の状況                                 
○ 実質業務純益は、資金利益及び債券等関係損益の減少等により、28年 3月期に比

べ 30.5％の減少。 
○ 当期純利益は、与信関係費用が減少したほか、株式等関係損益が増加等したもの

の、実質業務純益の減少が上回ったこと等により、28 年 3 月期に比べ 17.5％の減
少。 

    （単位：億円） 

  27年 3月期 28年 3月期 29年 3月期 前年同期比 増減率 

業務粗利益 6,248 6,164 5,511 ▲ 653 ▲10.6% 

  資金利益 5,311 5,304 5,183 ▲ 121 ▲2.3% 

  役務取引等利益 564 550 532 ▲ 18 ▲3.3% 

  債券等関係損益 326 268 ▲ 312  ▲ 580 ▲216.4% 

    うち、債券等償却（▲） ▲ 1  ▲ 6  ▲ 1 5 83.3% 

経費（▲） ▲ 4,103 ▲ 4,021 ▲ 4,021 0 － 

実質業務純益 2,144 2,142 1,489 ▲ 653 ▲30.5% 

与信関係費用（▲） ▲ 86 ▲ 166 ▲ 144 22 13.3% 

株式等関係損益 198 180 538 358 198.9% 

  うち、株式等償却（▲） ▲ 6 ▲ 12 ▲ 8 4 33.3% 

当期純利益 1,407 1,466 1,209 ▲ 257 ▲17.5% 
 

（参考） 

  27年 3月期 28年 3月期 29年 3月期 

預金等（末残） 40.5兆円 40.9兆円 41.9兆円 

貸出金（末残） 29.7兆円 30.6兆円 31.6兆円 

預金等：預金＋譲渡性預金 
  
 

２．不良債権の状況                               
○ 不良債権額は 28年 3月期に比べ減少。不良債権比率も 0.35P低下。 

  27年 3月期 28年 3月期 29年 3月期 

不良債権額 7,293億円 6,510億円 5,622億円 

不良債権比率 2.42% 2.10% 1.75% 
 

３．自己資本比率の状況                             
○ 国際統一基準行の総自己資本比率は、28年 3月期に比べ 0.67P上昇。 
○ 国内基準行の自己資本比率については、28年 3月期に比べ 0.33P低下。 
 
（国際統一基準行：2行）          （国内基準行：10行） 

  28年 3月期 29年 3月期 
 

  28年 3月期 29年 3月期 

総自己資本比率 13.40% 14.07% 
 

自己資本比率 10.15% 9.82% 

Tier1比率 12.92% 13.74% 
  

 
 

普通株式等 Tier1比率 12.92% 13.74% 
  

 
 

 
（注 1） 計数は単体ベース。今後業績修正等により変更の可能性がある。 
（注 2） 集計対象は管内 12行（地方銀行 7行、第二地方銀行 5行） 
（注 3） 経費、与信関係費用、債券等償却及び株式等償却について、正の値は益を、負の値は損を表す。 
（注 4） 増減欄は、正の値が利益の押上げを、負の値が利益の押下げを表す。 
 

【お問合せ先】 
財務省 東海財務局 金融監督第一課 
ＴＥＬ：（０５２）９５１－２４９３ 
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